
（別紙３）

～ 2024年　11月　30日

（対象者数） 23名 （回答者数）
18名

～ 2024年　11月　20日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・能力向上につながる活動内容の充実を図る

・年間の活動計画と活動スケジュールの明確化

・個々の支援手順書を作成し対応の統一を図る

2

・AIの導入による認知能力向上のための支援

・保護者との連絡ツールにICTを導入

・個別記録と個別支援計画のスムーズな連動

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・HPや様々機会を活用した事業所ＰＲ

・入職したくなる事業所づくり

2

・新たな地域資源の発掘

・地域施設に対して理解促進のための活動

3

・開催希望があった場合の場所の確保

・他事業所の取り組み事例を知る

職員の実務経験スキルにより、活動内容の選定や利用者の特性

に合わせた行動対応など日々の支援の中で様々な工夫と配慮が

なされている。

・個別対応が必要な場合は環境を整え活動を個別に設定

・個別に活動スケジュールを提示し見通しを立てる

・活動を事前に計画し手順書を作成し内容の周知を図る

・日々のミーティングや月1回の職員会議で集団や個別の活動

内容を確認、事前準備や担当者及び必要な配慮の確認

・活動について振り返りを行い改善を図っている

ICTを活用した取り組みにより、情緒の安定や状態の把握がで

きる。

・操作可能な対象者にICTによるメンタルチェックを実施

・幅広いジャンルから音楽を選択できるアプリの活用

・PCを使用した活動で移行に向けた支援

・保護者会や地域住民との交流 ・保護者の負担の懸念(子供さんの見守り等)

・施設周辺に駐車場が確保できない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・専門的な人材の確保 ・求人に対して応募がない

・地域施設の活用 ・利用児童が気軽に活用できる施設が少ない

2024年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　12月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ペルチェ

○保護者評価実施期間
2024年　11月　8日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


